
第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
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)

h 自治体名 所  属 役  職 氏 名

1

埼玉県 保健医療部疾病対策課
主査 早川 和成

2 主事 見玉 憲彦

3

千葉県 健康福祉部疾病対策課感染症対策室
主幹 (兼 )室長 渡辺 素子

4 副主幹 高橋 栄―

5

6

東京都 福祉保健局健康安全部感染症対策課
担当課長 堂薗 桂子

担当係長 稲葉 洋美

7

8
神奈川県 保健福祉局保健医療部健康危機管理課

グループリーダー 川上 亮

主査 滝田 由紀子

9 愛知県 健康福祉部健康対策課 田中 正大

i0

!1

大阪府 健康医療部保健医療室地域保健感染症課
目1理事 西 田 正治

総括主査 奥野 克之

:2

i3

兵庫県 健康福祉部健康局疾病対策課
課長補佐兼係長 西下 重樹

主 任 長谷川絵美

:4

沖縄県 福祉保健部医務課
班長 棚原 憲美

15 主査 諸見里 健

16

さいたま市 保健福祉局保健所疾病予防対策課
課長 嘉悦 明彦

係長 瀬谷 恵美

８

一

９

１

一

１

千葉市
千葉市保健所感染症対策課

保健福祉局健康部健康医療課

課長 大塚 正毅

主任獣医師 高橋 岳

20 横浜市 健康福祉局健康安全部健康安全課 担当係長 青木 匡史

21

川崎市 健康福祉局健康安全室
担当課長 松浦 和子

22 山下 隆裕

23

相模原市 相模原市保健所疾病対策課
課長 ノヽフト 英次

24 主査 齋藤 みゆき

25

26
名古屋市 健康福祉局健康部健康増進課

主幹 稲葉 静代

技師 ヂ手]] 昌之

27
大阪市 健康福祉局大阪市保健所感染症対策担当

課長代理 日本 雅人

28 担当係長 村中 康―

29
堺市 堺市保健所医療対策課

保健所次長兼課長 南 正人

30 主幹 中出 幸子

31 神戸市 神戸市保健所予防衛生課 主幹 森 喜平



第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会

○埼玉県

○埼玉県

千葉県

Jf―

葉井t

東京都

東京都

神奈川県

神奈川県

○愛知県

○大阪府

○大阪府

○兵庫県

()りlllに垢t

or11剖1垢、

河:FlりR

さいたま市

○さいたま市

難波課長○

藤村補佐○

荒木補佐○

比嘉補佐○

平賀補佐○

山本シュウ氏○

加藤専任講師○

中村次長○

柏崎主任○

神戸市○

堺市○

堺市○

大阪市○

大阪市○

○

事

務
°

局 。

出
人

口

千
葉
市

千
葉
市

横
浜
市

川
崎
市

川
崎
市

相
模
原
市

相
模
原
市

名
古
屋
市

名
古
屋
市

出

入

口

平成22年 9月 22日 (水)13:00-16:35
厚生労働省12階  専用第15016会議室

スクリーン

出

入

口





↓ ヽ Ｏ Ｏ ●

一 Ｎ Ｏ Ｏ Ｏ

（ ０ ０ ０ ０

∞ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

ヽ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｎ め ス 】 ０
０

』 ‘ ・ Ｏ Ｎ Ｏ 会 ヤ

毎 ％ 毎 毎 ％ ％ 毎 毎 毎 毎 毎 毎 毎 毎 毎 ％ ち ヽ ち ％ ％ ヽ な れ た



0

撃僣
ゝ
0∞∞
∞

撃彗
×
Oせ
寸
N

撃

1苦
‖
δ

.0■
0

輩彗
訳
00N0



一 つ ∞ い 　 　 一 ０ ∝ ↓ 　 　 】 つ ∞ つ 　 　 一 つ ０ 一 　 　 一 つ ０ り 　 　 一 つ ０ 「 　 　 一 〇 ０ 口 　 　 】 Ｏ ψ Ｏ 　 　 Ｎ Ｃ 〇 一

※ こ 壽́ ● ■ 一 自 喘 ヨ 事 ロ ン Ｃ ＾
，
● 計 ３ ′ ” 撃 ● ３
，
時 ヽ ¨ ゛
，

Ｎ Ｏ ｉ Ｔ ‘ ω Ｏ 弁

さ 可 Ｎ Ｓ

１ １ 回 排 回 お コ 諄 　 ● ‘ 口 併 日 譲 汁 詳 　 ― 準 日 日 お コ 藤 　 ｌ Ｔ 享 □ 回 譲 対 諄

ヽ



Ю



HⅣ鯵療における
外来チーム

医療マニュアル

主任研究者

独立行政法人日立鋼院
機構大腋巨薇センター
HIV7AIDS先端饉,
開発センター晏
自腋暉由

地方自治体の

Se:eclod Guidelines
for H:V Prevention
and T● 5tin9 u● ing
Rapid To31●

男性同性間の

HiV感染対策に
関するガイドライン

主任研究者

名古屋市立大学大

学院

看饉学研究科教授

市川誡―
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。自分のリスク認知の向上
。安全な性行動への理解
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医師会・プロック拠点病院・

患者等の意見聴取

歯科医師会との連携

ACC
国のHIV治療の

中核的医療機関

連 絡 協 議 会 (一般・歯科医療機関含む )

エイズ治療
拠点病院 |

1 高度なHIV診療の実施
2必要な施設。設備の整備
3拠点病院に対する研修事業及び医療情報の提供
4拠点病院等との連携の実施

①エイズ治療拠点病院整備事業
(都道府県、市町村、公的医療機関

人等のリト営利法人)

イズ対策促進事業
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‐ 1月 ～3月  ‐ 4月 ～6月   ‐ 7 ‐ 10月 ～12月

60.000
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20,000

10,000

21,713

0月 ～12月

平成19年 :月～12月    平成20年 1月～12月    平成21年 1月 ～12月 ‖20→‖21

増減率

埼玉県 5,338 □ 6,Ⅲ  国 5,582 4.錯 増 :6.91減

千葉県 61369 回 7,‖3 国 5,452 14.儡 減 25.41鮨彙

東京都 28,965 日 馴,332 回 28.406 1。 畔減 9.31減

神奈川県 ‖,768 回 ‖,389 曰 ‖,173 5.11減 6.叫 減

愛知県 ‖,2“ □ ‖.034 回 11,033 1.‖ 減 15.儡 減

大阪府 岬1609 □ 四1228 日‖,398 4.鵬 増 13.錯 減

兵庫県 5,剛 □ 7,963 日 6,柁 3 8.7%増 23.11減

沖縄県 3,755 回 3.5“ 日 2,引 9 27.鶴 減 22.41〕薦
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平成20年 4月 ～6月     平成21年 4月～6月     平成22年 4月 ～6月 ‖20‐‖22

増減率
‖21→‖22
増減率

埼玉県 1,589 日 1,364 日 1,剛 33.鮒 減 22.21厳t

千葉県 1,865 日 1,224 □ 1,487 20。略減 21.5%増

東京都 7,566 日 7,196 日 6,‖3 18.蹄 減 14.晴 減

神奈川県 2,馴2 日 2,792 日 2,496 14.3%減 10.6%減

愛知県 3,馴2 日 2,引6 日 2,702 23.11減 0.5%減

大阪府 4,324 □ 4,680 日 3,562 17.6%減 23.9%鮨裁

兵庫県 1,927 日 1,鋼  日 1,196 37.鶴 減 11.踏 減

沖縄県 834 □ 1,069 回 剛 27.鶴 減 43.8%麟裁

18



厚生労働省エイズ対策関係予算(平成23年度概算要求額61億円)

(1)発生の予防及びまん延の防止

○具体的施策
・検査体制の充実
・HⅣ感染者等の相談窓口設置

所等におけるHⅣ検査・相談事業

(2)医療の提供及び国際的な連携

0具体的施策
・エイズ治療拠点病院を中心とする医療従事者への実務研修
・エイズ治療拠点病院間の連携強化支援

19



(3)普及啓発及び教育 12.6億円
○具体的施策
・青少年や同性愛者等への重点的な予防啓発
・世界エイズデー等でエイズ予防の普及啓発イベントやインターネットによる情報提供

青少年エイズ対策事業 学校教育者向けのエイズ予防教育研修

イズデー{12/■に

(4)研究開発の推進           30.1億 円

0具体的施策
・エイズに関する基礎医学や臨床医学、社会医学的な研究

°
1鴇棗研灯 ~凛 廠 蘊 腑 漑 i

エイズ対策研究推進事業      |[曽 ilT    [薯 革葛憂薯ぁ

20



資料 1-2

平成 22年度 「世界エイズデー」実施要綱

名  称
平成 22年度 「世界エイズデー」

2 趣  旨
WHO(世 界保健機関)は、1988年 に世界的 レベルでのエイズまん延防止と患者・
感染者に対する差別・偏見の解消を図ることを日的として、12月 1日 を “World AIDS

Day"(世界エイズデー)と 定め、エイズに関する啓発活動等の実施を提唱 した。
1996年から、WHOに 代わって、国i_tのエイズ対策の総合調整を行 うこととなっ
たUNAIDS(国 連合同エイズ計画)も この活動を継承 しているところである.
我が国として もUNAIDSが 提唱する “World AIDS Day"に 賛同 し、その趣旨を

踏まえ、12月 1日 を中心にエイズに関する正 しい知識等についての啓発活動を推 i笠

し、エイズまん延防止及び患者・感染者に対する差別・偏見の解消等を図る。

3 主  題 (キ ャンペーンテーマ )
「続けよう ～Keep the promise,
趣 旨等については、月|1紙 「平成 22

ついて」を参照のこと。

Keep your life― 」

年度 「1世界エイズデー」キャ ― ― ―N/に

期  日
平成 22年 12月 1日 。ただし、地域の実情等に応 じ、12月 l Flを 中心とした前後
の日でも差 し支えないものとする。

主  唱
厚生労働省

実施方法

(1)厚生労働省

関係行政機関、財団法人エイズ予防財団、エイズ関連NGO(非 政府組織)等の
関係団体、民間企業、報道機関等の協力を得て、全国的な啓発活動の推進を図る。

主として 12月 1日 を中心とした前後の日に記念事業を行 うほか、年間を通じた普

及啓発のためのキャンペーンを実施する。

(2)都道府県、保健所を設置する市及び特別区

関係機関、関係団体等との連携を密にし、それぞれの地域の実情に応 じた広報計

ンペ ー ンテ



画、実施計画等に基づき、次の事項も参考にしながらエイズに関する正しい知識の

啓発活動を展開する。

① 新聞、雑誌、テ レビ、ラジオ、映画等の協力を得た広報活動の実施
② ポスター、パンフレッ ト、リーフレット、ビデオ等の作成 。配布等による啓発
活動の実施

③ 研修会、講習会、講演会、シンボジウム、街頭キャンペーン等の実施
④ 学校、企業、地区組織等に対する呼びかけ及び協力
⑤ 一般住民のみなるず、相談窓口職員、医療従事者、教育関係者等への啓発
なお、啓発活動を行 うに当たっては、エイズに関する最新の情報を入手するとと

t)に、平成 18年 3月 31日 付健疾発第 0331001号厚生労働省健康局疾病対策課長通
知 「後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針の運用について」を参考と

すること。

7 普及幣発における留意点
(1)1‖ 月|1施策層に焦点を当てた普及幣発

後天性免疫不全リカ:候群に関する特定感染りli l防 1旨針 (平成 18イ |=サ 1三ノlittlflll省 告レit

第 81))」・)υ )′llk旨を踏 lkえ、我が1可にイ|:千1:するす′`こCの人々に対して、 ||:し い知|1識
1/pl午 及幣発の強化を図ること【,特に、|プ |:に 1判可

~ろ
意思決定や行動選択に係る能ノJの

形成過 fキ:にあろ |!「ノ1/1イ 11、 FJキ Iill千
`り

11に
114べ )丈

|ヒ rメリド111せυ)あ る//1111人 、1プ li的 1旨 ||:|の 1‖ lrliで

lliLりむiの ′ど、要/tS同性愛 者
‐
Ni1/びに1■感染り11と してのHIV対 策を進める観点から性風

俗産業1/9従 J「 者及び利月l汗への 1限利1を促進すること、)

(2)人 1権の t年 1[

〕lイ ズは、HIV感 染後 1)民い無症状期を社会の一Itと してノli7:1を 営 iLヽ病気でル)
り、川 11‖υ)人 々のりl!解 と支援が′と、要であることぃしたがって、患者・感染者が尊厳

を 1)っ て界′)せるネ11会 /jく りが′∠、要であること()

HIVσ )!感染力|.t弱 く、しか 1)感染経路が限らオしているので、日
'11・

生活ではHI
Vに 1よ夕と司

~る
こと|「kイrい ことり

特に医療現場における患者・感染者υ)受 入れを改善 していくために、」1イ ズにホl

するr11会 全体υ)意識の向上と、エイズ
｀
診療に取り組む医療 1判係者′ヽの支援を訴え、

患者・感染者が安心 して医療を受け喝れる環境づくりを進めることt,

(3)HIV治 療υ)進歩と検査 。早期治療の「[要 1/L
[IIV治療の進歩に伴い、患者・・感染者が長期間障害を持す,ながらも療養できる
ようになつたことから、平成 10年 4月 から感染者は身体障害者の認定を受け′,れ

るようになったこと。また、身近な医療機関で適切な治療を受けられる体制がほぼ

里鈍 /ヽ)イル|)る こと.

早期発見による適切な治療の効果がますます高まっていること、検査は医療機関



や最寄 りの保健所等で受けることができること等の周知を図り、自発的に検査を受

けやすい環境の整備に努めること。

なお、厚生労働省においては、検査 。相談の利用に係る情報について、各種イベ

ン ト等集客が多い機会を利用し、積極的に国民への周知を図るが、都道府県、保健

所を設置する市及び特別区においても、地域の実情に応じて、積極的に情報の周知

に努めること。

(4)日 本エイズス トップ基金

財団法人エイズ予防財団には、 「日本エイズス トップ基金」が設置されており、

募金を通 じてNGO等 を支援しているので、その活動等について周知すること。

8 その他
広報の実施に当たっては、患者・感染者等の人権や社会的背景に配慮するとと 1)に、

血友病患者やその家族に対する配慮が必、要である。



別紙

平成 22年度 「世界エイズデー」キャンペーンテーマについて

キャンペーンテーマ

「続けよう  ～Keep the promise, Keep your life― 」

2 趣旨
本キャンペーンテーマは、エイズまん延防止及び患者・感染者に対する差別・偏見の

解消等を図るためには、医療機関、民間企業、行政機関、NGO等 のエイズ対策関係者
がそれぞれの活動に取 り組み続けることは t)ち ろんのこと、我が国に在住するすべての

人々が ]■ イズ対策関係者の活動や患者・感染者に対する理解を深めるなど、HIv/ェ
イズに対する関心を持 ♭)続けることが重要であることを踏まえ、主として、次に掲げる
メッセージを発信する 1)ので

`0)る
。

① イト:li l)/1i活 1)続け,た う

lII Vに 感染 しンている人が初y)て感イとを知|っ たときに、 シュl゛ノクと混 !FLで 今までのアli活
が続 |サ
‐
「っれ /k・ いと思′)て しまう̀ 思いあまって会

`11を

辞 lVlて [ン まう。そん /tN言 11を しば Lン は

聞き ,た すぃで 1)、 辞ν)ひど、要は全くル)り kl■んて,f11'|「を含ν)Kccp y()ul・ lil(ゝ 、今υ)41711を

維持 L´ 、そυ)り 1壕盤υ)llに 7台療をみえ_て いくことが大りJです口

O)1充 レトlfウ イルス7台療を続け `kう
11 l V感 染が分かったら、生活を糸性持 しつノ)、 ilFl切 /k・時 |り|に 7台療を|)H女イr―l~る ことで、:11

イズの発サ1:や発症 した場合の病 1大υ)ilL行 を抑えることが口「能になり:kす。 III Vと いうウ

イルスが体内で増夕_る ことを妨げる抗 レトロウイルス業 (ARV)を '複数利1み 合わせて使

う抗 レ トロウイルス7台療 (AR´ I｀ )を けH女台した′)、 途中で |1l ν)J=に 治療を続 |ナ ることヵヽ人
り
「
Cヽ IⅢ

③  IEイ ズυ)流行とげ1う 人達を支え続け にう

厚
`li′

ソタillll省 二】Lイ ズ動向委員会 1/9報告 (2()()9年)では、男IVLliJlιL間のIJi感染がHiv新 規
感染者報告υ)ほぼ 7害 ||、 二11イ ズ患 計報告のほ |で 5害||を 占めてい kすぃ 人都市圏のゲィrlミ

ュニう・ ィで 予防や検 riを呼びかけてきた成果の反映ではル)り にすが、同時に国内υ)HIv
感染が少なくと 1)こ υ)10年 、ゲイ・ 1ミ ュニテ ィを中心に広がってきたことを示唆するデー̂

夕で 1)ルっりたすぃ感染の現状に対応 し、 ル防キ1策 はり〕性同1lLI‖ lσ )|イL感染に1年 点を当てると、
要がル)レ,ま すぃただ し、その努力はゲイコ ミュニう・ィだけで完結する ()の ではル)り 贅せ

ん日」■イズυ)流行に大きな影響を受けているコミュニティをlllり 巻く人と

`L会

が広くそυ)

努力υ)′と、要性を理解 し、支援することがエイズとυ)IN難なげ1い を継続する大きな力になり

ま―l~。

① f予 1方 と支援のメッセージを送り続け`kう

エイズの流行がL界に広がり始めてから既に約 30年が経過しています.f可度 1)同 じメッ
セージを繰 り返されたのでは、さすがに心には届きません。送り手も疲れてきます。HI
Vはそ うした厭戦ユ、― ドを糧に広がるウイルスで 1)あ ります。縁あってエイズ対策に関心



を持った人達が疲れ切ってしまわないよう

続け囁れる工夫と励ましも大切です。

予防、治療や支援のメッセージを楽 しく送 り

⑤ ユニバーサルアクセスを目指し続けよう
HIV/エ イズに関する予防、治療、ケアや支援を必、要とり~る 人が、誰でもその之、要な
サービスを利用できる。それがユニバーサルアクセスです。日本を含む世界中の国が 2010

年 12月 末までにユニバーサルアクセスを達成することを約束しています。その約束は果た

せそ うにありませんが、実現に向けた努力は約束期限が過ぎて ()続ける必要があります。

それが Keep the promise、 約束を守ることです。

③ 関心を持ち続けよう
以上のすべてのことは、エイズ対策への社会的な理解が広がり、関心を持つ人が増える

ことで初めて可能になります。感染症に対する関心はその時々の社会の出来事や雰囲気に

よって変化しますが、HIVは 社会の雰囲気や一時的な対策の盛り上がりで流行が拡大 し
たり、終息したりするタイプのウイルスではありません。対策 ()ま た息長く続ける必要が

あります。HIV陽 性者は既に会社、学校、病院、近所の商店街や同じ団地や…・といった
様々な場所で生活 しています。もう既に社会の中で一緒に生きている。そのことを理解で

きる機会が増えれば、HIV/エ イズは他人事ではないといったメッセージ 1)、 異なる意
味を持って伝わつてくるか ()しれません。

3 留意点
上記 2の趣旨に対する11解の促進を図るために、本キ
つては、次に例示するメッセージを添えるもののほか、

―ジを周知する 1)の とする。

① 例 l
続けよう ～Keep thc plヽomisc,Keep your life～

エイズの原因となるHIVと いうウィルスに感染して 1)仕事をやめることはないし、生
活 ()続けられます。治療の進歩は、安′己ヽして検査を受け ,)れる条件を整え、予防対策に 1)

貢献 しています。エイズに取り組み続けたたくさんの人がいてここ:kできました。社会の

理解が広がり、関心を持つ人が増える。治療 ()予防 t)、 そのことに支えられています.

② 例 2

続けよう ～Keep the promise,Keep your life～

仕事 1,生活 ()続けよう

抗 レトロウイルス治療を続けよう

エイズの流行と闘う人達を支え続けよう

予防と支援のメッセージを送り続け t美 う

ユニバーサルアクセスを目指し続けよう

関心を持ち続けよう

明日を守る。生活を守る。今こそそのメッセージを伝えたい。

ゃめないこと、続けることが大切だ。

ャンペーンテーマの使用に当た

適宜、上記 2の趣 旨及びメッセ



資料 2

レッドリポンライブ総,プロ7~■■■■
山本シュウ (ラジオDJ)11■



① HiV/エ イズの問題に関心を持つたきうかけ
|                        '｀

`ι

lヽl・    ´

② 早F'軍 IロロON llVFキ :|「‐事1上げ11妻|う.経縛..

2006年 11月 28日 )渋谷Ax出演者】.| ■ 鼻れふi面:111鳳二:|ユ :1絢香tアンジ土ラ|アキt櫻井和|

'ERUこ

TAKIRO(OLAY)(ビデオ出演 )、 ■青窃、■ 1■ ||||■
山田耕平w“hアフリカンパンド、
若旦那 (湘南乃風)

【TALk出演者】
蒼井そら、赤枝恒雄、
アーメリカザリガニ、岩本愛吉:

1伊藤かずえ、伊藤千愁|にHIGo、
1遠藤憲昭、小川元t落合隼亮、
加藤鷹t KANAtきやんひとみ、
ケ●1軍曹、se尊 (AcQuALttt

しずちやん(南海キヤンディ■ズ)、 |

芹沢木麻樹、■(Ot DJllゅ 、|
中澤裕子t中邑真輔t橋本道
藤苗想1稔:藤五百畢3懇Lttili城芝

^自

1111rず:

昌
塁



(211プ年111月 30日 ).渋谷A彙

l鍮嶽|::■|||■

り嗣 義 ユ :i二,1■|
Ove´IH■緒方、チョップリシ、十Ko、
なすなかにしtのろし、ヒカリゴケ

(2o08年 5月2,日 )渋谷BOXX
【出演者】 ■  '                ‐

日本真夜t押尾■■タロニ、K、 SЧ ISltS●Lh、 Iまるな愛t松本隆博

1嚇驀 |ダ十二|
菊池尋 高ヽ埠撃伸.TKO、 藤田■碑tプリンャス天功、

堀之内剛(プロスノ■ボ■ダニ)、 美元、安田大サ下カス

:欄
隷嘉鍮輔1



(2009年 5月31日)渋谷AX

lTh話二ふ二議二ふ:=",

(Popteehモデル)|マリエt早稲1大学7Ak認ィ

^シ

ート
企画サニクルqo6n、 wAdζ  ll      l    ■

● (2009年 11月 23日 )アメッ
カ村三,↑園

=禦

.予貧甲111【出演者】 |‐

 `■ |  ‐        ._― ■■‐
`燿高商us:枯 :lit`員 :GHT:PLNG:｀ 、松下優也:轟ξ[漸
‐
|1日

【ゲストJメラ■■ター】‐           ■■|‐|
上平朝子                ||‐
(独立行政法人国立病院機構大阪医療センター感染症内科科長 )

(2009年 11月 28日 )渋谷Ax
【出演者】

押 尾 コ
ニ
タロー 、           |

TAKE{Skoop On sOhebodv}、 Chara、 三 浦 大 知 、

水 木 一 郎 、Mav』
=、
RYO(ケツメイシ )

【TALK螂凍者】 ■ |   |
青木栞李 (PoptllnEEデ ′レ)、 岩本愛吉、

及川奈央、加藤鷹t後藤正善、小松成美、

佐伯日菜子、鈴木奈々(Poptelnモデル)、

孫噂 (そんい)(Popteenモデル)、 TKO、

TERU(GLAY)、 ヒカリゴケ、村尾信 尚 (NEWSZEROメ■ンキヤスタ■ )

4



:|二らも:ι島墓をと:ユニ占鳥基躍墓農馨漿マ::「 l
実際に検査に行く人が増えるにはどうすればよいの|かを、インタ=ネ

'卜

|

動画熙信サTビス「ニコニコ動画 |にて生討論:終了直後には延長戦卜■ク
を生放送(約 2万人が視聴) .         ・ 1‐    ‐ ‐1

(ヨξ痢巳URL:http:′ /1ive.nico'ideo.10/gateノ :v17475376)

簾はまiliよri
津田大介 (メテ

・
ィアジャーナリスト)tl藤本美貴、  ■

宮台真司(社会学者)、 ヨシナガ(個人サイト「僕0見た秩序:」管理人)、
早稲田大学公認イベント企画サ=クル

qo9nt W^申
||‐■|  |   |

▼〃ク婚 普及週間と世界エイズデーとをつな鋼 競 繊 燿 級 啓発活動

月に1回 t ttiV/ェィズの普及啓発をテTマにニコニコ動画の1日国躍踏議

離 ;虎驚Ⅷ腫 出 』 置 )1刊
●第 1回 (2010年6月 23日 )

月 1の「RED RIBBONか いぎ」での今後の企画、R[D RIB10N LiVEの

今年の企画にういて、視聴者と共に丼戸端会議を実施|■
【出演者1‐         |         ,|
オジンオズボーン(お笑い芸人)t加藤鷹、南々井梢(作家)

総合プロデューサー山本シュウが5度目の開催となるRED田じBONLlvEの

今年のビジョンを視聴者からの意見を交えながら紹介するとともにtl ´

H IV/エイズの現 状とR[D ttBBON UVEの 歴史 を解説    ■■  ■

をキーワードに性感染症対策のエキスパートと一般事性
が
″|″イトーク奮展開

【出演者】                | ‐ | |
堀 成美 (聖路加看護大学助教)



▼世界エク布れ イベント rttυ

|■ |■  ・     (2010年 11月 27日 (土 ))
【東 京,1 ‐        || | 

‐

ライブ会場での無料ライブ(抽選による招待制)

|  |      (2010年‐11月 21
【名古屋1‐
‐
       | |■ ||

‐ラウニスペニス等その無料ライラ|‐■|■
‐

|

日(日 ))

①「おせっかい」をするということ

②「できることを、

できる範囲で、

あきらめないで !」



Are



資料 3

保健所等におけるHⅣ検査相談件数減少
に関する緊急全国アンケート調査

・ 保健所
―送付施設数 :   538
-回答施設数 :   377 70.1%)
―検査実施施設数 : 376 p9.7%)
・ 重点都道府県等 : 122 {32.4%)

0特設検査相談施設
…送付施設数 :   19
-回答施設数 :   14 {74%)
・ 重点都道府県等 : 14 (100%}

第5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
平成22年9月 22日 厚生労働省12階専用第15・ 16会議室

H!V検査体制 の充実
保健所等におけるHⅣ検査相談件数減少に
関する緊急全国調査の結果報告

慶應義塾大学医学部

微生物学・免疫学教室

加藤真吾



保健所における受検者数と陽性判定数の
変化

検査数
(施設平均)

陽性者数
(施設平均)

全国

重点都道 '
府県等

その他

全国

重点都道
府県等

その他

全国

重点都道
府県等

その他

43′012   (117.5)

20,842   (178,1)

22′170    (89.0)

108    (0.30)

71    (0.61)

37    (0.15)

0.25%

0.34%

0.17%

32,203    (88.0)

15,838   (135.4)

16′365    (65.7)

85    (o.23)

51    (o.44)

34    (0.14)

0.26%

0.32%

0.21%

秘
　
秘
　
秘
秘
　
泌
　
螺
協
螺

特設検査相談施設における受検者数と陽
性判定数の変化

検査数
(施設平均)

陽性者数

(施設平均)

陽性率

(974)

(6.0)

9′113 (828)

(6.6) 111%

0.80% 130%



保健所における

検査数の変化と性感染症検査の関係
５

４

３

２

１

０

ゴ
ｅ
懇
制
郷
ｅ
●
出
。日
Ｒ
測
●
■
螢
３
Ｎ

ρ=0.∞4

‥
．１
１

・ｏ
な

施設数56
月「翼り 0.60

・
ｏｌＩ
Ｉ
ｌ
ｏ
制

施設数301

平均 0.77

性感染症検査

検査数減少要因の分析

他の性感染症検査

検査株式

検査時間

予約制

予約数超過

あり

なし

通常

即日

月8時間未満

月8時間以上

なし

あり

なし

あり

301

56

151

194

197

138

97

259

152

64

0.77

0.60

0.70

0.80

0.76

0.71

0.74

0.74

0.71

0.86

P=0.004

P=0.018

P=0.32

P=0.97

P=0.033



保健所の月間検査時間数の分布

武ヾミヾヾヾ ヾヾ ヾヾ 炉ヾヾ ぶ

一

・

・

1施設当たりの平均検査担当者数の変化

全国

重点都道府県等

その他

4.21人

5.14人

3,78人

4.27人

5.20人

t.84人

０

　

９

　

１

4



予約制について

あり

上限あり

上限超過あり

推定超過数
(月あたり)

(72.8%)

(82,9%)

(29.4%)

(3.3%)

71

64

14

177人

(61.2%)

２．８
“
鳳

人

５

３

”３

・・％＞
助
”

０

０

＜６
．

(25.7%)

人員不足を感じるか ?

７

　

９

　

０

４

　

１

261

36

3

１

　

３

　

０



検査週間に特別な活動を実施したか?

口重点都道府県等 ■それ以外
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各 1呆 1/rl「 所 長 様

調査目的

2 1]」 査票llll答 名

l調 でヽり:|||クキリサ|11(  |`′ル比2 2イ |

調査ガ〔|り 1答ノブ滋:

返II:川 月イ11に よるЛ:送

｀
14チ文22句■8月 31日

厚 /1 ttl」lll科学研究補助金エイズ対策研究司「業
I llV検 査|‖談体制の充実と活ナ11に 1周する

'F究研究代表者 加藤真吾 (慶應載塾大学医学部
Iliニイf・「雄出市)

今り|:光信 (‖ 1囲調拍j学問大
rF教
授 )

中illi克 己 (1司山市保健,,「 ,,F長 )

研究分‖t者

研究う)lllir

}|IV検 査に1月する緊急企1可アンケー トl調 141t協 ノリのお願い (依 1頂 )

りIFノ littlJll省 のイリ「究 :|「 業につきましては、日頃より格 )サ ||の ご協ノJを いただきサIFく 御ネL中 し Lげま
―
l~。

昨年来、新′[1イ ンフルェンザウイルスの流行を境として、我が国の保健所等における I IIV検 査
‖1談件数に減少イげ:向がみ喝れるようになり、そォtに と1)ない保1//L「 ,,i等で1111り |した陽IJi汗数 1)大中11
に減少しました。 この減少lLJil出 |は新′甲!イ ンフルエンザの流行が落ケ,オriいた今イliになって 1)続いて
おり、見il lごすことにできない1大況に/1・つてい tす。この緊急、

‐
,ノ ンケー トIJ月 イドは、厚イL労働省疾

病対策課から当研究りIへの依頼 (本年 8月 13日 付)に基づき、最近υ)1暴健,]F′ヰのおける日IV検
査‖1談件数減少の力i〔 1人|を探り、今後の日lV検査イ11談体IFlの lil卜 を1渕 るためυ)イ「りJ/k・対策を立案す
るために実施さオl′ろ |〉 のですυ

お1亡 しいところ」ltに恐縮ではございますが、ウjll添υ)ア ンケーー|ヽ サ|1紙をN1/成 22年 9月 ll卜 |(11)
までに、返イ:,サ ll l寸 筒にて郵ltでご返送いただけtす 上うkろ しくお願いしtす.な J13、 ア)1/DI暴
健1'Fが 復数の l‖V検 査施設 (1呆健センター、 委li[検 ri相 1談など)を 1111年■‐る場合II、 こグ)|lltttを
コピーしていただき、方色設ごとにアンケー トにお答えいただけたす にうお原貞いいたしたす.kた 、
こυ)ア ンケー ト結果を公的ヽ :ん、学会、学会l:志年卜に公表する場合は集li卜結‖tの //を |;‖′ltし 、́1:‖

"|の保健,サ iのデータについては、|、ヤタ;||に ,詢 11!Iをイ|}た場合を除き公表すること|に ござい にせん。
なお、本調査は全1可保健)り「長会のご i′解を11て いることを中し添えさせていただきま¬サll

ti己

1呆健リリiにおける日lV検 査‖1談件数ilt少の場〔1川 を探 り、/)後の HIV検杏相1談
体 |トリの|:ll 11を 1渕 るためのイ「効な対策を立案する

イカt健 |'Fl(あるいは Hl∨ 検査‖1談 ll「業押1｀
11者

1)り 11111(11)

宛先 〒215‐ 8542 り|1崎 ||「麻ノli区 1〔 lri合 ヶ「l13‐ /1‐ 1

田111調布学問人イド 人||ll福 れlirr部 教授 今り|:光イli

(締ν)りJリ リリ|‖ が迫っている場合、 ドli己のメールア ドレス経山でご|l il答∬〔いて 1)
結 llYIで司

―
が、その場合も返信川11簡 に rkる                 `)

(宛 クL) Email:kcnsahanonll〔 ).alpha‐ 1let.no.ip

(本調査に関づ
~る
||||い 合わせ先)

ド記 メールにより今り|:光信宛にお)Viい致 しま・ )~っ

Email: kensahal10m 10.alpha‐ 1let.ne.ip



保健所名 :

連絡担当者 :

連絡先 :TEL

平成 22年度 厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業 HiV検査相談体制の充実と活用に関する研究       ,

保健所等における HⅣ 検査相談件数減少に関する緊急全国調査

所属 :

職種 :医師・保健師・事務・その他 (    )
FAX E― mall

1 貴施設では H:∨ 検査を行つていますか? ( はい 。 いいえ )
→「はい」とお答えになつた施設は以下の設間にお答えください。

2 平成 21年 1-6月期と平成 22年 1-6月 期の検査実施状況をお答えください。
件平成 21年 1-6月期  HIV検査数 :      件、確認検査陽性数 :

件平成 22年 1-6月期  HIV検査数 :      件、確認検査陽性数 :

3 HⅣ 検査と同時に HⅣ 以外の性感染症検査を実施していますか? ( はい 。 いいえ )
実施している検査項目をすべて挙げてください。―「はい」とお答えになつた場合、

オ C型肝炎 力。その他 [    ]ウ_ク ラミジア抗原 工  B型 肝炎ア.梅毒 イ クラミジア抗体

4 HI∨ 検査相談の実施方法について質問します。
①
器
(Sf餡膵 friFFT馨聰

″b→ 悧 轍冨:…
。
1・号fユト)検査 :  曜日/(月 。年) 回

実施時間 :  :  ～  :(通常・即日)(定期・イベント)検査 :__曜 日/(月 ・年)__回
実施時間 :  :  ～  :(通常・即日)(定期・イベント)検査 :  曜日/(月 ・年) 回

いいえ )② 予約制ですか? ( はい ・
]人  ・ いいえ )(3)予 約制の場合、予約数に上限がありますか? ( はい →  [
いいえ )r4)検査希望者数がこの上限を上回ることがありますか? ( はい ・

―「はい」とお答えになった場合、上限を上回る検査希望者数は 1検査日あたり平均何人ですか?(   )人
また、予約上限を上回つた検査希望者に対してどのように対処しておられますか?
ア 他の検査施設を紹介する イ 次回以降の予約日に優先的に受け入れる ウ 特別な対処はしていない
工 その他

5 検査相談の実施体制について質問します。
0)現 在の検査相談担当者の合計人数と職種別人数をご記入ください。また、2年前 (平成 20年 9月 頃)と 比べて変化があった
場合は、当時の合計人数と職種別人数もご記入ください。

現在 : 合計 ( )人 :医師 ( )人 、保健師(  )人、看護師( )人、検査担当職員( )人 、その他    ( )人
2年前 :合計 ( )人 :医師( )人 、保健師(  )人、看護師( )人、検査担当職員( )人 、その他    ( )人

f21 受検者 1人に対して、他の性感染症の検査相談も実施している場合はそれも含めて、平均どのくらいの時間をかけています
か? (   )分 間 (5分単位でご記入ください。)

③ 検査相談を実施する上で、担当者の人員不足を感じることがありますか? ( :まい ・ いいえ )
―「はい」とお答えの場合、その合計人数と職種別人数をご記入ください。
合計 ( )人 :医師( )人、保健師(  )人 、看護師( )人、検査担当職員( )人、その他    ( )人

6 平成 22年 6月 の検査普及週間に特別な活動を実施しましたか? ( はい ・ いいえ )
→「はい」とお答えの場合、具体的な実施内容をお答えください。 (複数回答可)
ア HⅣ 検査日の増設  イ_定期の HⅣ 検査日の検査時間の延長  ウ 定期の HIV検査日の人員の増加
工 性感染症検査の特別実施  オ 検査普及のための講演会の実施  力.チラシ等の配布
キ その他

7 この設間は、担当課長あるいは係長がお答えくださるようお願いします。
貴施設での検査件数の回復あるいは増加のために以下のどのような対策が有用とお考えですか?複数回答の場合は有用順にお
願いいたします。また実施可能性について、○可能、△不明だが試みるべき、×かなり困難、でお答えください。
①対応職員増 ②予算増 ③検査枠の増 ④検査時間帯の変更 (夜間や回数の増加等)
⑤検査場所の変更 (利便性の高い場所での実施等)⑥ 市民全般への周知・啓発 ⑦特定施策層への周知・啓発
③保健所の対応は困難 ⑨現状のままでよい ⑩その他 (具体的に              )
回答例 ④O、 ⑦O ③△ ご回答
また、全国あるいは貴地域での検査数減少の原因についてのお考えをお聞かせください。

8 今後、HIV検査相談件数を増加させる等、HI∨ 検査相談体制をさらに充実させるために、貴施設の自治体担当本課、あるいは厚
生労働省に要望したいことがございましたら裏面にご記入ください。

ご協力大変ありがとうございました。



資料 4

エイズ予防財団
の取組

財団法人エイズ予防財団
事務局次長 中村正

総務課主任 柏崎正雄
第5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協臓会

日時:2010年 9月 22日 (水 )1鋭 30～ 1635

場所:厚生労働省12階 専用第15。 16会臓室

エイズ予防財団の紹介

□ 設立 :

1987年 (昭和62年 )2月 の政府による「エイズ問題総合
対策大綱」の一部を実施するため、民間の協力の下、
厚生省(当時)の許可により、同年6月に設立。

□ 目的 :     ・
エイズの予防のための知識普及及びエイズの予防治
療等の研究助成並びにエイズに関する国際的な情報交
換等を行い、もつて、国民の保健福祉の向上に寄与す
ること。



エイズ予防財団の事業内容

①啓発・普及

②相談

③研修

④支援

⑤国際協力

⑥調査・研究

⑦日本エイズストップ基金
日本エイズストップ基金は、エイズ対策に関する募金活動、チャリティ事業及び個人

の寄付等の金銭的支援の受け皿として、平成5年 4月に財団法人エイズ予防財団

に設置されました。寄付金を、エイズ関連のポランティア団体に助成し、事業の経費
への支援を行つています。助成先及び助成額については、日本エイズストップ基金

運営委員会で決定しています。

゛0議人痢OSネットワーク積浜

長崎ウエスレヤン大学学生薔発活ログループ
サンフアンデック

2



エイズ予防財団の役割
(地方公共団体との協力)

エイズ予防財団の役割
①支援

(地方公共団体との協力)

■HIV検査・相談事業

●夜間・休日の検査・相談事業の実施
●イベント等の集客数の多い機会と連動した臨時検査の実施

保健所でのHⅣ検査相談に加え、さらなるHⅣ検査相談の機会を創り出す
ために、スタートアップ期間(2年間)を対彙として実施していただく事業です6

■中核拠点病院相談事業

●各都道府県の中核拠点病院への相談員の配置(今年度:25の病院)

各都道府県におけるHⅣ感染者等べの支援をバックアップします。

3



エイズ予防財団の役割
②情報

(地方公共団体との協力)

■エイズ予防財団 電話相談
http//apl_nctjぬ p orjp/hspcclon/に lephonc hunl

●フリーダイヤルによる電話相談 0120o177‐812
(受付 :月～金10:00-1300、 1400-17●0)
●電話自動応答システム (」 FAPエイズサポートライン)による
8カ国でのエイズ予防情報の提供 (東京・神戸)

■エイズロリポートmp〃aⅢ_ndルpЮrJ htlni

●年2回の発行
●地方公共団体のエイズ対策担当部署、寄付者、
協力者、企業、NGOの皆様に情報紙として無料提供 町|

一釧
「　
　
　
　
　
一

四
ド
」
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■NGOデータベース
http:〃api‐nctifap o■ lD/n■ 0/ind(栞 html

●更新時期:毎年3月

●登録団体数:101

北海道。東北 9

関東 44

甲信越・北陸 7

東海。近畿 23

中国・四国 6

九州・沖縄 9

全国・その他 3

■●OL=_
JJ=“ 日 LD__

■

…

エイズ予防財団の役割
(世界エイズデーに向けて)

③リソース

■世界エイズデーキャンペーンテーマ
http〃aⅢ…nctjねp orj"venυ轟dSday/2010/1-122campattn_tllemc hunl

●平成22年度は、

「続けよう～Keep the promise,Keep your‖fe～」
に決定

仕事も生活も続けよう

抗レトロウイルス治療を続けよう

エイズの流行と闘う人違を支え続けよう

予防と支援のメッセージを送り続けよう

ユニバーサルアクセスを目指し続けよう

関心を持ち続けよう

5



■エイズ知識啓発普及事業
hulnlllap or

●エイズの啓発・普及で使用していただけるパンフレットや啓発資材の提供

【部数:各 1,500部】
9月に送付

籠独

●啓発用バンフレットロ啓発用グッズの申込み方法
①API―Netで「啓発用バンフレット」のページ
(httpノ/api―netjfap orjpttnowiedgeた nliglltenPanph html)に 入る

6



②「啓発用パンフレット申込用紙Jのページ
(http:〃 api―netjねp OripttnOwled8c/wordlpamphlet pushi doc)

もしくは
「啓発用グッズ申込用紙Jのページ
(http:″ api―netjfap orjpAcnowledgeノword/800dS d∝)に入る

③用紙 (Word文書)をダウンロードして、必要事項を記入し、
エイズ予防財団までFAXにて(03-5259-1812)送信していただく

■「世界エイズデー」ポスターコンクール
http://api― netjねpottP/CVent/aidsday/2010poscon/2010pJontest html

●平成22年度「世界エイズデーJのポスターのデザインを公募し、約230点の作品
から、小学生の部・中学生の部・高校生の部・一般の部の最優秀作品を選出。
●ポスターやミニバンフレットのデザインとして、年間を通じて使用。



■エイズ予防情報ネットにおける地方公共団体の

活動の情報発信
http:〃 api‐nctjfap orjp/cvcnt/aidsday/2010肥 2aiおday_campaign html

●地方公共団体の皆様に、世界エイズデー前後に実施する「イベント」「HIV検査」
についてアンケートを実施。(10月 から依頼予定)

↓
●11月 より、エイズ予防情報ネット(http:〃apl― nctjぬ p orjノ )にて、随時情報を更新
し、広く情報を発信

アンケートにご協力いただけますよう、
どうぞよろしくお願いします !!

'夕

  ・  ′     ′`‐ `

●
'・

´     ‐´“・‐  ◆“
.ヽ Oヽ l・・, ,｀

“
・●・ 0へ ‐| ′'‐ , エイズ予防情報ネットでの掲載例

ri崎

“

|・

"01'80●
n名 ||● ,,■

“

魔・

“

|,m●

1■●|:V彎ユJ虫 ■_2,「 |■ 1.L島 '■   ■1,・ 員
,II■ 111僚,|二

'ム

●,ヽ11■ ,`●僣f｀
I19■ ■EED■ l■■轍■■星彗理1:
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世界エイズデーなどの啓発普及事業の
●早稲田大学公認
イベント企画サーク
リレqoon

●wAds(wOdd
AIDS Day Series)

などなど

担い手

■企業
/(CSR)

ヽ

日自治体 ■学生

■エイズ予防財団

●ぶれいす東京
●」aNP+

● HⅣ と人機 情囃センター

●アカー・しくタィとレズビアンの
“●rahbow‖ ng

●MASH大阪
●はばたき福祉事業団
●りょうちゃんず

● シ エア =口暉保健 lFt力 市民の会

などなど
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資料 5

HIV検査の充実に向けた取組

|～東京都
～
  |

東京都福祉保健局健康安全部
エイズ・新興感染症担当課長

堂薗 桂子

HIVJAIDS新規感染報告数の推移
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新規感染報告数の推移
(東京都 HⅣ・AIDS別 )
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都内保健所等における検査件数の推移
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東京の国籍別口性別
HIV感染者:AIDS患者報告数 (H21年 )

≡ HIV壕

日本国籍男性が

約9割

東京の推定感染経路別
HiV感染者・A:DS患者報告数 (H21年 )

朧 HⅣ 劃朧 HⅣ 劃



東京の年齢別
H!V感染者口AIDS患者報告数 (H21年 )

Ⅷ I印v組

50歳以上

40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満20歳代・30歳代で約7割
幅広い年齢
層で増加 :

東京都におけるエイズ対策の取組

1普及・啓発活動の強化
2相談・検査体制の充実
3医療体制の整備
4療養支援体制の整備
5調査研究



| 。

「エイズ対策の新たな展開」の策定てH21年6月 )

【4つの性 】

○ 目標冒

エイス及びHIV感染に対する理解の促進
○ 目標2
感染拡大の防止

○ 目標3
HiV陽性者の支援

○ 目標を実現するための基盤づくら1

今後、拡充する取組の主なもの

～若者層に向けた施策に加えて、新たに働き盛り世代等

を対象とした施策を展開～

0職域への啓発や働き盛りの世代に向けた取組の強化

0受検者の受けやすい検査体制の充実

OHⅣ陽性者への支援



HIV検査

東京都南新宿検査・相談室

(土 日 口平日夜間 通常検査 )
東京都多摩地域検査・相談室

(毎週土曜 即日検査 )
※東京都HIV検査情報web、 南新宿独自HP

南新宿検査・相談室

月～金曜日 15:30～ 19:30

土・日曜日 13:00～ 16:30

匿名・無料

≡署月酔糸勺  03-3377-0811



南新宿検査 1相談室

広報の強化+受検者の利便性向上

【平成22年 6月 15日から】

独自のホームページ(PC版 )開設

【平成22年7月 1日から】

携帯サイトからの予約開始

(7月 15日 以降の検査予約を可能に)

多摩地域検査・相談室
土曜日に即日(迅速)検査

平成17年度 月1回
平成18年度 月2回
平成19年度 毎週
平成21年度 検査体制拡充

受検者は増加してきたが
平成18年度 1,218件
平成19年度 2,537件
平成20年度 3,194件
平成21年度 2,318件



多摩地域検査 T相談室

【平成21年6月から】

検査体制の拡充

⇒予約枠の導入と検査枠の拡充

予約制 :受付1000、 検査枠10名

先着順 :受付12■0～ 15■ 0、 検査枠70名

東京都の検査件数と陽性件数
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東京都HiV感染者の
医療機関別報告数 年次推移

平成21年

平成20年

平成19年

平成18年

平成17年
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都内保健所等における検査件数の推移
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東京都HIV検査情報web

'東

京 都 H,V検査情報Web
や 東 京都 HIV検査情報Web

通常崚童

`●

4-・ ●●●

臨時検査分と

常設検査分を掲載

平成22年 6月から

通年開設

胸 L:赫
Ъriザ 1___

東京都HIV検査情報web

MSM向 けサイトのバナー広告とリンク→検査情報を提供

MeniS Net Japan
since Dec 3,1996

―

0東 京 都 HIV検査情報Web
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東京都南新宿検査・相談室ホームペァジ|
httl://― itmSkS口 ipノ ム 携帯予約

東京都エイズ予防月間
‐
件成4年度創詢

11月 16日

～12月 15日

予防啓発、

保健所等における

通年実施の検査に

加えて臨時検査、

シンポジウム、

ライトアップ等

を実施。



HIV検査・相談月間 (‐宰1成 10年度倉1設)

6月 のlヶ月間。

保健所等における

通年実施の検査に

加えて臨時検査、

講演会・展示等

を実施。

※ 国はHiV検査

普及週間を実施

(6月 1日 "7日 )

」菫:饉ロロ電
=目
置輩n巳□

劉
l:脅 1日

東京都HⅣ検査ガイド など

繁華街に集まる
MSM向け検査
情報リーフレット

を配付して受検
を促す
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繁華街 (新宿等)における
NPOと連携した予防啓発
バナー・雑誌広告

予防啓発グッズ作成・

アウトリーチ

Living Together
Lounge(ライフ

゛
と

陽性者手記リーディング

広報 (ホームページ/リニフレット等)

'■ 東京者Fオ冨ネ止イ果1建局

:彗:19    島・ ■     19■ 7    ,こ t=n

E",‖ Jヽ |,イ |ヽ フ |          |=今
|

、 レ
ノ
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ニユ■ズレターの発行‐

:四半期報告´

年報

エイズに関心を持つてもらうため、迅速に情
報を届けることが大切

インターネットの配信

関係者が健康教育に活用

東京都エイズ通信(メルマガ)の発行

ご満:馨

あιl非 こう

ござ慾ξした
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資料 6

神戸市におけるエイズ対策の
取り組みについて

覧

‐  爾 :2酬酔

神戸市保健福祉局健康部 (保健所)予防衛生課

森 喜平

神戸市とエイズのかかわり

時期 内容

昭和62年 1月 神戸エイズパニック

わが国で始めての日本人女性エイズ患者が神戸で報告

(全国にさきがけ)

HIV抗体検査を匿名・無料で開始

平成17年7月 第7回アジアロ太平洋地域エイズ国際会議を神戸
で開催

70カ国41500人参加

平成17年 12月 エイズボランティア団体の活動支援組織「エイズ予防サ
ポTトネット神戸」設立

平成18年7月 エイズ患者、HIV陽性者の治療、支援を目的に、県内の病
院連携、医療従事者・在宅ケア支援者等のネットワークと

して「神戸エイズネットワーク連絡会」を発足



神戸市のHIV検査

1.夜間 HI∨検査 (予約不要)平 成 16年～
【検査日】毎週水曜日(祝日も実施)18100～ 20:00受付
【検査内容】HⅣ (エイズ)、 梅毒(定性)、 クラミジア
【場所】三宮センタープラザ西館(中央区)

2.HIV即 日検査 (要予約 )平成 18年～
【検査日】月1回指定の土曜日(5月、7月、12月 は2回 )

13:00～ 14:00受付
【検査内容】HⅣ (エイズ)
【場所】三宮センタープラザ西館 (中央区)

3.各区役所検査 (予約不要)昭和62年～
【検査日】月1～ 2回指定の平日時間内
【検査内容】HIV(エイズ)、 梅毒、B型肝炎、C型肝炎
【場所】各区役所

神戸市のHIV検査結果

*陽性者は、21年度の区の検査で1名女性があつたほかはすべて男性

上段 :検査件数、下段 :陽性件数

18年度 19年度 20年度 21年度

各区
1,264 1,724 1,807 1,102

イ
1 2 3 3

即 日
425 462 467 421

2 2 1 0

夜間
1,244 1,759 2,435 1,649

1 7 3 4

計
4 ，

′

2,933 3,945 4,709 3,172
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、 HiV男女別検査件数

301Xl

2500

2000

1500

1000

500

0

国区検査

■即日検査

夜間検査

口計

男 1女 1男 1女 1男 1女 1男 1女

神戸市のHIV・エイズ発生届

※昭和61年～累計では、AIDS患1者56件、HIV陽性者119件

計175件 (うち女性15件、外国籍12件 )

17年 18年 19年 20年 21年

AIDS患者 3 12 3 6 4

H:V陽性者 10 14 13 18 15

計 13 26 16 24 19

3



神戸市におけるHIV検査の課題

1.匿名検査の課題
・匿名のため、陽性告知後の支援が難しい。

・即日検査以外の結果説明は翌週になるが、陽性判定で結
果を受け取りに来ない場合が想定される。

2.即日検査の課題
口判定保留(疑陽性)の場合、翌週の結果判明まで不安な状
態が続く。

3.その他

・即日検査以外は予約不要のため、検査希望者が多い場合
に十分カウンセリングができない。
・ハイリスク(男性同性愛者等)への検査につながつていない。
・陰性結果に安心し、カウンセリングをしても予防行動につな
がらない。

神戸市のエイズ予防啓発活動

1.市立中学生を対象としたデリバリ授業
3年生を対象に行政医師による性教育
エイズとST:予防啓発冊子「知っとこホンマのこと」の活用

(他に、私立中学、高校、大学等でも依頼を受けて実施 )

2.神戸ICCAP記念エイズ予防月間
アジア・太平洋地域エイズ国際会議を記念して毎年7月 に各種啓発
イベントを開催

3.世界エイズデー予防啓発

4.エイズ予防サポートネット神戸による活動支援

4



彎 1率‐套

男性同性愛者向If

翻つとこ.薫サ?書二#
For Gay Fnends

スエイズは、本当に防ぎにくい病気です

|‐ 1‐■戸市保健所|
■3ASE KOBE

エイズ予防サポートネット神戸

1.設立趣旨
・ 平成17年 7月「第7回アジア・太平洋地域エイズ国際会議」を神戸で開催 6
・ 会議の中で、エイズ対策には、NGO等のボランティア活動の果たす役割
が大きく、行政とNGOとのパートナーシップが重要と指摘。
・ ボランティア活動を支援するために「エイズ予防サポートネツトネ申戸」を平
成18年 12月 に設立。

2.活動内容
・ ボランティア活動に対する支援(助成金の交付)
・ エイズ及び性感染症予防啓発に関する情報の収集・発信

3.組織
・ 事務局は神戸市保健所予防衛生課
・ 運営委員会(医師会、歯科医師会、薬剤師会、商工会議所、神戸新聞社
等)と幹事会(市課長級等)で構成

5



エイズ予防サポートネットネ申戸の活動支援状況

内容 18年度 19年度 20年度 21年度

イベント 6 3 5 2

研修 日ヽ啓発 5 6 7 3

相談 2 2 2

計 13 13 7

イベント:大学祭、コンサート等

研修口啓発:ピアカウンセリング、勉強会、研修会等

相談:電話相談、メール相談等

注)平成21年度の件数が少ないのは新型インフルエンザの影
響のため

エイズ予防サポートネットネ申戸の課題

・活動の広がりの難しさ

ボランティア団体の活動の継続性、拡大が難しい。

・市民参加の難しさ
エイズに対する関心が低い。

・財源確保の難しさ

本会は、会員の会費を財源としているが、会員の確保が難し
い 。

(平成22年度会員10団体、会費収入31万円)

神戸市から100万円の補助金



支援を行つた活動事例

1.思春期ピアカウンセリング

(ひょうご思春期ピアカウンセリング研究会 )

・ピアカウンセラーの養成及び中学、高校におけるピアカウン
セリング

2.HIV陽性者支援

(BASE KOBE)
・感染告知の際に手渡す支援者カードをとおした電話、メール
相談への対応

3 RED RIBBON FESTA
(SHIP)

・ステージイベントで、クイズ、映像をとおしての若者への啓発

4.「静かに追りくるHIV～ 神戸からの報告」出版

(BASE KOBE・ エイズ予防サポートネットネ申戸 )
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世界エイズデー記念シンポジウム (予定)

1.平成22年 11月 23日 (土 )

HIV陽性者就労支援シンポジウム

職 場 とエイズ 仕事も生活も続けよう

2.平成22年 12月 5日 (土 )

HIVと人権シンポジウム

エイズ教育

ご清聴を感謝します:
(市役所花時計をレ,ドリボンで)
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資料 7

第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会

HIV検 査体tllに関する調査票
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第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

自治体名 埼玉県

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載 してくだ
さい。

2 上記 1の所見を踏まえ、HIv検査の推進に当たって実施し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載してください。また、その取組の成果や課題等についても記載してください。

本県では、保健所職員による即日検査 。休日検査を積極的に実施しているほか、今年度は、エイズ予防
財団の検査 。相談事業を活用するなどし、積極的に検査の機会を提供する予定である。
また、普及啓発活動については、個別施策層である男性同性愛者に対する普及啓発活動を行 う予定であ
る。特に、今年度は、男性同性愛者に対するアウトリーチと検査を結びつける新たな内容とする予定であ
る (ア ウトリーテイベント後、参加者に対して受検を促す。)。
このように、検査件数増に対する取組みの他、普及啓発活動については、より対象を明確化すると共
に、積極的に検査を促すことで、リスクの高い層に対するアプローチを行う。

求會絡:そまイ軍量を3晨
い検査を実施ォ

ベく、検査 (採血及び問診)の委託化に向け、引き続き予算要

3 検査件数の増加等、HIV検査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載してください。

① 財源圧縮
昨今の財源圧縮に伴い、限られた要員の中での検査業務及び予算削減により普及啓発活動が大変厳しい
状況となっている。

② 本県は、県民の多くが他自治体に通勤 。通学しているので、本県と他都県との検査・治療に関する連
携 (特に医療機関における連携)が必要である。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載して ください。

【課題 l
エイズ・HIV感染症治療に関する診療の情報把握及び連携の推進について、現在全県的な調査を実施
している。今後は、この調査結果を行政がどのように患者 。医療機関のために活用できるかを検討する必
要がある。

平成 18年度から保健所による迅速検査を導入 し、
9年度から検査件数が増加 した。 しかし、平成 21
る。

保健所の 日程を利便性を高めるよう調整 し、平成 1
年 2月 をピークに、検査件数は減少傾向が続いてい

でlfど l`T督見f[辱 LT蔀 :私[辱 8上i書,T)T晃裕奮ふ:そ塾97塗倉署雰資壇繁堰ボ:|:絵』
は、社会的関心の低下など検査件数減少要因の影響を受けにくいことが分かった。
このようなことから、受検者の負担の少ない検査を積極的に実施することが、検査件数の増加に必要で
あると考える。
<参考>

季儀;:軍蜃 易| :;;樺 |:な il:棧馨:| :::樺 }



第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

自治体名 千葉県

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さい。

千葉県分 (保健所設置市を除く)の検査件数は、平成19年 5,290件 から平成20年4,308と 減少したが、こ
れは平成20年度に柏市が中核市となっためである (柏市は759件で加算すると5067件 となる。)。
平成21年 6月 以降新型インフルエンザの発生に伴い、各保健所が対応に追われ、数箇所の保健所では、検
査の中止や縮小することとなったため、受検者数が減少した。
千葉県では、平成 19年から休 日街頭検査を開始したことにより、休日検査においては、

´
受検者が増えて

いる。また、陽性者の発見率も、平日検査では、0.1～02%であるが、休 日検査では、12%と 高率であ
り、休日検査が有効な結果を示 している。

2 上記 1の所見 を踏まえ、HI∨検査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 して くだ さい。また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

更に、休 日検査の充実を図るために、より利便性の高い場所と魅力ある検査内容とぃぅことで、希望者
には、B型肝炎と梅毒検査を受けられる体制を整えた。
その結果、受検者が激増し、梅毒陽性者が多く発見することができ、医療につなげることができた。
検査体制については、タイム リーに柔軟に対応 していく体制確保が重要と考えている。

3 検査件数の増加等、 HIV検 査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 して ください。

検査件数を増カロさせるためには、利便性の良い検査場所で、休日検査の実施 日数を増やし、他の検査項
目も導入することが良いと思われるが、どれも経費が増大してしまう。

エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してく

同性愛者啓発対策の中で、人材の発掘・活用が課題である。



第 5回重点都道府県等エィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

迫壁幽望二  東京都

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載 してくだ
さ い 。

しIFT角信電機奪権警等量昇し場児型ι与幌:発型考
21年 5月ごろから、都内全域において検査件数が減少
を受けて、世間の関心が新型インフルエンザに集中し

たことによるもの と推察している。 しか し、新型インフルエンザの影響が一段落したと考えられる平成22
年以降 も、新型インフルエンザ発生前の水準に回復 しない状況である。
検査件数の減少 と同時にHIv感染の報告数が減少 している一方で、AIDS患者の報告数に減少が見 られない
ため、 「AIDS発症によりHIV感染がはじめて発覚」す るケTス の増加に繋がることが懸念される状況であ
る。

2 上記 1の所見を踏まえ、 HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 して ください。また、その取組の成果や課題等についても記載 して ください。

HIV検査件数を増加 させるためには、検査の利便性向上と検査情報提供の強化が欠かせない。
このため都では、平 日夜間 。土 日曜に検査を実施 している検査機関 (南新宿検査 。相談室)について、

柱参14″房鰤澪層]l黙晏『錬軍奪も■毀鶴乳昴魏鷲官鷲MSMに対する検査情報提供を目的に、MSM向 けインターネットサィ トにバナー広告を掲載してきたが、平
22年度から、期間を拡大して通年掲載している (H21年度はキャンペーン月間のみ)。
また、検査件数の減少幅が大きい地域に対しては、当該地域の大学・企業等の既設ネットワークを活用
した情報提供を検討 している。
さらなる取組内容を検討するにあたり、実施済みの取組の効果検証に苦慮している。

3 検査件数の増加等、HIV検 査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 してください。

HIV/エイズに関する一般の関心が低下しており、患者・感染者の増加傾向が現在も続いていることが、
情報として都民に届いていない。このため、HIV検査の認知度が上がらない状況がある。
また、検査体制の充実には経費を要するが、予算上の制約がある。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してください。

○検査 。相談体制の充実
より利便性を高めた検査実施体制の確保が必要である。
○普及啓発
必要に応じて国や 自治体が連携 して広域的な広報を行 うことができれば、効果的と思われる。
○医療体制の整備
HIV陽性者の社会生活を支える医療体制を整備する必要がある。
特に、HIV診療の困難性に見合つた診療報酬の設定がなされていないことが課題である。

3



第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関すん調査票

自治体名 、 神奈川県

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さ い 。

〇近隣自治体での検査日程の増減が当県所管域での検査件数に影響を与えるため、検査件数の増減につい
ては特に問題視はしていない。ただ、一時期に比べるとHIV検査に対する関心が薄れているように思う。
○検査に関しては、単に検査件数を増やすことではなく、検査が必要な対象をいかに検査につなげ、発見
した感染者を確実に医療機関につなげることが大切であると考える。

2 上記 1の所見を踏まえ、HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 して ください。また、その取組の成果や課題等についても記載してください。

OHIV検査機会のPRと して、休日検査にSTl即 日検査 (梅毒・B型肝炎)の機会を提供。受検者の増加にはな
るが、年2回のイベントとしての開催であり、継続した検査件数の増加につなげることは難しい。
OMSMや外国籍者が受検 しやすいよう、従事者の研修や通訳の配置をしたり、その他、検査方法や予約の要
杏、時間帯・曜 日などの対象の様々な要望に応じられるよう検査体制の充実を図っているが、その分、受
検者が分散し、 1機関あたりの受検者数に差が生じている。

3 検査件数の増加等、HI∨検査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 してください。

○従事可能な人員が限られている。委託して行 うにしても受託可能な機関が限られるため、限られた予算
で契約するためには要件を落とさざるを得ない。
○受検しやすい場所 。環境 。設備のある検査場所の確保が、予算や貸借の面から難しい。
○全保健所で実施するが、受検者数は保健所間でも大きな差がある。その中で、全保健所の検査体制を同
様に整備し充実させることは、予算的にも厳しい。
○テレビCMな ど、マスコミを利用したPRの機会が減っている。

○個別施策層であるMSMについて、啓発・カウンセ リング・検査等を行 う拠点としてNPOと の協働事業で
「かながわレインボーセンターsHIPJを 開設して4年 目となり、一定の実績も上がってきていると考えてい
るが、運営経営の負担が大きく、事業の継続が難しい状況にある。

4

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載して ください。



第 5回重点都道府県等エィズ対策担当課長連絡協議会
MIV検 査体制に関すん調査票

自治体名   愛知県

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さい。

平成20年 12月 をピー クに検査件数は減少傾向にあるが、検査体制等については平成20年 1月 から変わっ
ていない。 しかし、保健所の検査で発見される陽性件数については、減っておらず、本年はむしろ増えて
いる。

'

2 上言己1の所見 を踏まえ、HI∨ 検査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 して ください。また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

3 検査件数の増加等、 HI∨検査体制 を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 して ください。

エイズキャンペー ンと題 して、エイズの予防啓発を12月 1日 の世界エイズデー付近で毎年行っている
が、今年度は昨年度までと場所を変え、より若者が集まる地下街で行 う予定としている。

予算 。人員の確保が困難であり、夜間休日検査を行うのが難しい。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してください。

婁票寒層『婚忌京す馳香鳥縫票参2青碁程お造患をを皇詐貢12奥易:設雷えなスFいる。
外国人への予防啓発等対策が課題である。



第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
HIV検査体allに関する調査票

自治体名   大阪府   ~

1 最近 (平成20年 1月 ん平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さい。

平成20年 9月 をピークにt新型インフルエンザの影響で受検意識が逓減したことから検査件数が減少し
たと推察される。
新型インフルエンザが終壇、後の要因としては、検査啓発活動が一般的に浸透しなかったこと、依然受検
意識が回復していないことなどがあげられる。

2 上記 1の所見を踏まえ、HIv検 査の推進に当たって実施し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 してください。また、その取組の成果や課題等についても記載してください。

検査件数は減少傾向であるにもかかわらず、HIV陽 性者数が増加してお り、正 しい知識の普及啓発 と
ともに、受検者数を伸ばすよ うな検査体制の充実が必要である。
大阪府においては、保健所での無料検査とは別に、受検者にとって来所 ヒノやすい場所及び時間帯で平日
夜間及び休 日の検査 ‐相談業務 をNPO法 人等に委託 しているところであるが、フロアー代 (賃借料)の
新たな負担がネ ックとなってお り、委託業務の継続実施が困難な状況。
,ま た、通常検査に代えて即 日検査を順次導入したいと考えてお り、国支援策の充実を求めたい。

3 検査件数の増加等、HI∨検査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載してください。

地方財政状況は極度に逼迫 しており、必要最小限度の予算を確保することも困難な場合が多い。
加えて、人員の配置も十分でない。
新規HIV感 染者・エイズ患者数が多い、重点都道府県等選定団体には、国の特段の支援をお願いす
る。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してください



第 5回重点都道府県等エィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検査体制に関する調査票

自治体名   兵庫県  _

さぃ言
近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査イ牛数の推移について所見を言己載してくだ

2 上記 1の所見を踏まえ、HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 してください。また、その取組の成果や課題等についても誰義 こそてた各仏 :

今年度は、個別施策層への啓発 として、MsMへ の啓発を重点的に行 うため、県でNPO団 体等を講師
に迎え、普及啓発研修会の実施を計画している。
今後は、MSMの 受けやすい検査環境の研修等を行 うなど、HIv検 査の推進に取 り組む予定である。

3 検査件数の増加等、HIv検 査体制を充実 させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 して ください。

´13か所ある県保健所では、予約制の迅速検査を行っているが、プライバシーに配慮した検査や検査前後の充実した相談体制をとるには受検者 1人あたりの時間がかかるため、予約枠を容易に拡大することが出
来ず、人員面で難 しい。

エイズ対策全般 における課題や効果的な取組などがあれば、記載して ください。

平成20年の兵庫県下のHIV検査件数は月平均で約370件であったが、平成21年は月平均で294件 とな
り、件数は20%落 ち込んだ。平成22年は月平均で216件であり、平成20年より42%減、平成21年より27%減
となっており、件数は回復していない。
新型インフルエンザについては、県保健所で検査の中止や制限はなく、通常どおり行っていたが、兵庫
県は新型インフルエンザの初発患者が確認された県でもあり、県民が保健所含足を運ぶのを自粛していた
可能性は否定できない。              ~   

´~~・ ¨~′ ,́～ ―― 。́―じH栓 υ Vヽ′し

3愉君,ど鰭ら謄踏顧編詮裂毬躍事る「
藉 美キ判謙紺争惚ξ叙嘉蹴



第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

自治体名   沖縄県

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さい。

平成20年 12月 の353件をピークに、平成20年は月平均292件の検査件数であったが、平成21年は新型イン
フルエンザが発生したことに伴い検査を休上したため、検査件数は月平均226件まで減少した。
その後も検査件数は減少傾向にあり、平成22年 1月 ～6月 の実績は、前年 (新型インフルエンザ発生
前)と 比較しても少なく (287件減)、 県民の検査離れが懸念される。

2 上記 1の所見 を踏まえ、HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 してください。また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

平成 19年度より検査体制を強化するため、県内 2つの保健所で夜間 。即日検査を開始 し、更に平成21年
度 1カ 所追加 し、 3つの保健所で実施 している。
しか し、新型インフルエンザの発生に伴い、検査を休止または一部体上 したため、夜間検査を強化 した
にもかかわらず、平成 21年の年間の検査件数は前年に比べ減少 している。
そこで本年度は、各保健所の検査 日程等を記載 した 「検査カー ド」を作成 し、性感染症の治療を行つて
いる医療機関等に配布することにより、保健所での検査実施状況を広報 し、検査件数減少に歯止めをかけ
たい。

3 検査件数の増加等、HI∨検査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載してください。

夜間・即日検査を開始した平成19年度には、3人の陽性者、平成20年度には2人の陽性者が夜間検査で
みつかり、検査件数に占める陽性者数が高く、感染している可能性の高い方が夜間検査を受けている状況
にあったが、平成21年度は夜間検査で陽性者がみつからず、また検査件数も大きく増えていない 【H19→
120件 (2保健所)H20→ 76件 (2保健所)H21→ 170(3保健所)】 。
今後どのように夜間検査を継続していくことが効果的か (時間、回数、場所)を含め検討する必要があ
る。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載して ください。

本県におけるHIV感 染者、エイズ患者の多くは男性で、またそのほとんどが同性間での性的接触によ
り感染している状況にある。
感染拡大を防ぐために、個別施策層にどうアプローチし、対策を行つていくかが今後の課題である。
また、厳 しい予算の中、予算がほぼ無料検査で占められ、広報のための予算を十分に確保できない状況
にあり、予算をかけず効果的な広報活動をすることが求められている。



第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関す6調査票

自治体名  さいたま市

1 最近 (平成20年 1月 γ平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さ い 。

当市では、平成20年 5月 より、保健所での通常検査に加え、委託による休日・即日検査を実施 している。
HIV検査件数を、平成20年度と平成21年度とで比較した場合、保健所での通常検査件数が大幅に減少し、委

趙 亦 :lifttf巣 ざ 劣 1魂 軍
糀 鴨 弊 じ辱省巣傷Lい 1耳?篠墓隻群
と同数としたものの、回復 しなかったことが拳げ られ

'強

F,奮II言lfi         偽鷹宦i鬼鼻漁[Rζ露ヱの見學葎象香竹叢牟嘗h通£資?

保健所での通常検査受検者数の減少の要因を検討するために、平成22年 1月 以降、受検者を対象に、検査

:5il],II墨[ぎ:fffmittξ[曇ネ:(皐敦鼻薄璧溝属ャit宅す高槙偽曇名|]FI〕Cい る。ニーーズ調査を継続的に実施 し、来年度以降の
保健所での検査体制を検討する予定である。

2 上記 1の所見を踏まえ、 HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。 )があれ
ば、記載 して ください。また、その取組の成果や課題等についても記載してください。

3 検査件数の増加等、HIv検査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載してください。

先述のニーズ調査では、休 日 =即 日検査への要望が高いことが確認 されている。これに対 しては、
在、委託で実施 している同検査が、すでに定数を超過 して受け付けているにもかかわらず、慢性的に三l■、女百tt夫地しtい ol劇恢貧が、ワ

~で
vt~足致を超過して受け付けているにもかかわらず、慢性的に予約

オーバー状態が続いていることから、時間延長や回数の増カロが必要と思われる。しかしながら、その実現
に向けては、予算面、人的確保などの物理面など、解決すべき課題である。
さらに、HIV検査の普及対象として、外国人への普及啓発の必要性が認識されているものの、言葉の壁の
問題など、克月反すべき課題が残 されている。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、1言己載して く

大学生の協働による啓発活動や、本市のエイズ対策協議会における教育関係者とのディスカッショシを
通じて、義務教育の年齢層に対する正しい教育がエイズ対策の重要かつ効果的な手段のひとつ と認識 して
いる。今後、これら外部との連携を図りながら、具体的な取り組み方法等検討していきたい。



第 5回重点都道府県等エィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

自治体名   千葉市

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さい。

平成20年、平成 21年 ともに検査件数の月平均は約 67件であり、新型インフルエンザの流行によ
り、平成 21年 7月 から平成 22年 3月 までの間、受付時間を短縮したことと関連し件数の減少傾向がみ
られ、平成 22年の 3月 には月 42件まで減少したが、4月 以降、月平均 66件 と例年並みの検査件数と
考えられることから、検査希望者そのものが減少したということは見受けられなかった。

2 上記 1の所見を踏まえ、HI∨ 検査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 して ください。また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

保健所でのHIV抗 体検査の実施は、毎月通常検査昼間、通常検査夜間に加 え、平成 20年から昼間の
即 日検査を導入 したほか、平成 22年度からは世界エイズデーに伴い休日臨時街頭検査も予定している。
各年の単純比較は難 しいが、通常検査 と比 して即 日検査の希望者が明 らかに多く、即 日検査の需要が多
いことが伺われた。

3 検査件数の増加等、 HIv検 査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 して ください。

夜間の即 日検査は需要は見込まれ るが、確認検査に時間がかかることなど、判定された者へのフォローー
が難 しいことから実施には難 しい側面がある。

臨時街頭検査の会場選定にあたり、個室の相談室が複数確保できる会場や予算に見合った会場を、利便
の良い場所で確保し難い。

休 日検査を含め検査実施日を増やすための、必要な人員及び事業予算の確保が困難である。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載 してください。

HIV感染症の予防は、本来ならば若年層への普及
檄

要であると考

`る

が、中学校以下では性感染症
等の話題を受け入れ難い実態があり、啓発に至ってし

定期健康診断の項目として、希望者が受検できるような規定の整備と体制づくりが望まれる。

治療薬の進歩により、エイズが死に直結する病気
詰 宴

7ぉ
なな 摺 Iζ冒謂 吉1鬱t服

薬継続の難
しさ等、正しく伝わっていないため、予防行動へつち
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第 5回重点都道府県等エィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

迫治体名   横浜市

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載 してくだ
さい。

平成20年 12月 ごろをピークに減少傾向が続いている。

2:lil」
駅
′
秀T21さ讐京言子と百1｀暮窪諾頚竺主賽だ醤:fF雪朱詔暴2霧瀑螢績暑毅倉潜だ:f喜

2 上記 1の所見を踏まえt ttI V検査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 してください。また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

人だ屡fご豊」ぞξ『 裁 。
高くなり、検査数も増加する世界エイズデー付近に臨時検査を実施し、多くの

の概努喜虐モ|ま L買 ?ど
『
庁棚 甚織 竃 L聰 稚fヽ

`API―
Net、

言
イズ
言
防戦[各研究、RIPO等

3 検査件数の増加等、 HIV検 査体制 を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 してください。

枠を拡大することは、予算 。人員の面から困難。 (特に夜間・休 日について)
現時点では、枠に余裕がある 日がほとんどであるため、現体制を生か して検査数の増加させ るために
は、継続的なキャンペーン、広報、啓発等が必要と考える。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載 して ください。

財政状況が大変厳しい。現状維持が難 しくなってきている。



第 5回重点都道府県等エィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体 tllに関す る調査票

自治体名   川崎市  _1

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さい。

平成21年 6月 から新型インフルエンザの影響で検査件数が減少し、平成21年秋以降さらに減少傾向とな
り、例年世界エイズデーの12月 は大幅な件数増加が見られていたが、例年の半数程の件数であった。新型
インフルエンザが終息後も検査件数の回復は見られず、市民のエイズに対する意識の低下が懸念される。

2 上記 1の所見を踏まえ、HIv検 査の推進に当たつて実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載してください。また、その取組の成果や課題等についても記載してください。

受検者の利便性を考慮し、通常検査の lヶ 所を22年 10月 より即日検査に変更する。
エイズ対策上、検査件数を増やし、予防教育、早期発見・早期治療は大切ではあるが、これからの若い
世代への予防教育が重要と考える (大人の行動変容には時間もかかり、子どもたちへの教育が効果的と考
える。)。

3 検査件数の増加等、HIV検 査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 してください。

患者・感染者の報告数から考慮すると、男性同性愛者等に対する支援の充実が重要と考える。
男性同性愛者が安心 して検査を受けられる場の設定、検査機会を増やすべきと考えるが、彼 らへの働き
かけ・介入の手立てが分からず、苦慮 している。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載して ください

，

Ｌ



第 5回重点都道府県等ェィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関す増調査票

自治体名  相模原市

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載しでくだ
さい。

平成 21年 2月 をピークに 6月 、 9月 、 12月 の迅速検査実施月には一時的に増加が見られるが、暫時
減少 とな り、平成 22年に入つてか らは、低 レベルで推移 している。ヽ
本市では、平成 21年度において新型インフルエンザ対応による事業の縮小などは行わず通常どお りに事業を実施していたが、検査件数は減少した。理由

基累班7:彗模各獣警准ぶ子偕轟だ語Я髯機彗ネ減少tだ[閣ぞ13炉∬ボニ〔ξξ殿
取り上げられ稚

検壱奪学膝異鰍 鎌 掌乗こと二
|』
鸞 輩 、ヵ撃

わち本当に検査が必要癖 への検査 PR、 また、受
考えられる。

2 上記 1の所見を踏まえ、HI∨検査の推進に当たって実施し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 してください。また、その取組の成果や課題等についても記載してください。

・主に若年層へのPRを 目的に、検査会場や公共施設等で配布 していた検査啓発用チラシを市内のコンビ
ニエンスス トア (セブンイ レブン全店)へ設置した。 (平成 22年 8月 より実施 )

薯憂を展才未[Rttf手′「ダミモニミ戴塁島勾晋毛閻 腎遇77餞Y:1警圭菫ill」R↓子こう[lヒ Iξ,え竜::と

3 検査件数の増加等、HIV検査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載してください。

アクセスの良い会場の確保、夜間等利便性の高い時間での実施に伴 う人件費 (委託料)な ど予算の確保
が困難。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してください。

I法彗[曽[×尚 輔   奪斎鋪 呼 班 蜘 書じ£根査施る。
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第 5回重点都道府県等エィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

自治体名   名古屋市

]最 近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ
さ い 。

保健所実施の昼間 。夜間検査の検査件数をみると、平成 19年度 3, 287件、 20年度 3, 950件
と増加傾向が継続 してきたが、平成 21年 5月 頃か

し埜多手芳嘉行霧受系ふ軍景警ふ彰郎ιそ伏乞意秀

`

0年度の 70%弱 に減少した。これには新型インフノ
推測される。なお、平成 2_2年 4月 以降も減少傾向は継続している。

2 上記 1の所見を踏まえ、HI∨検査の推進に当たって実施し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 してください。また、その取組の成果や課題等についても記載してください。

上記 1と の直接の関連ではないが、平成 21年度新規事業と
保健所、毎月 2回 )を平成 22年 1月 から開始し、 1回 あた り、

して実施予定であった土曜日即日検査
50名 程度の受検者数となつている。

( 1

3 検査件数の増加等、 HIv検 査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 して ください。

予算 。人員の確保が困難である。また、男性同性愛者等、検査が必要な対象層の受検促進を図るための
効果的な広報も課題である。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してください。

HIV検 査体制の強化だけでなく、MsMを 対象 と
ていくかが課題である。なお、平成 20年度からは、
たHIV検 査会を定例実施している。

した予防啓発を始め、効果的な予防啓発をどう進め
同性愛者イベントに合わせて、同性愛者を対象とし

14



本市では3区保健福祉センターで平 日昼間、また大阪府と合同で火 。金・木曜夜間、土曜日昼間、日曜 日

32]]β
暑彙][瞥層借i膚智[7をII「i52言]][倉ii][せ IIを行}fi51「 :::

2 上記 1の所見を踏まえ、HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)があれ
ば、記載 して くだ さい。また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

第 5回重点都道府県等ェィズ対策担当課長連絡協議会
HI∀検査体制に関する調査票

自=治体名   大阪市

1 最近 (平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見 を記載 してくだ
さ い 。

現在の と 特に実施している取り組_みはない

3 検査件数の増加等、HIV検 査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あればt記載 して ください。

本市行財政事情は非常に厳しく、検査体制の充実を図ぅうとしても予算・人員の確保が困難である。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してください。
【課題】
本市においては、若年層及び男性同性間性的接触者のHIV感染症及びエイズ患者の発生率が国平均より高い現状にある。また、最近は、40歳代～50歳代のHIV感染症及びエイズ患者の発生が増加傾向にある。これ
まで、個別施策層及び広く一般対象者を中心にエイズ対策を実施してきたが、今後に向けては、MSM、圭 ′1、 ノ
=臣
,、 lド _仙 nilキ ‐ 社 口 )_‐ !、  _、  ,^  ― . ― ヽ青少年層などの個別施策層に対してよリー層対策を強化していく必要がある。また、治療の長期化に伴 うけ 油 ,ユ  車 ニ ュ シ ‐ ハ 〕 _舌 ら 、、 ゥ ■_,,,,、 _一  、 _、  ,.  ヽ感染者、患者が安心して暮らせるよう地域の受け入れ体制づくり、偏見などによる患者差別の問題など、

本市が抱えている課題は我が国が抱える課題と同様である。 したがって、国民全体への普及啓発について
は国が中心となり展開し、各自治体の特性に対する対策については、各々の自治体において焦点を絞り実
施するという役割分担を行ない取り組む体制が必要である。
【今後の取り組みの強化について】

を追求し実施する。
発を実施する。

糧襲著λttκ孟み至7路努喜£香震;蓑塚FF:
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第 5回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

自治体名    堺市

(平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ

平成 20年度までは年々検査数は増加傾向にあったが、平成 21年度は新型インフルエンザの影響もあ
り、検査数が減少となった。 しかし、新型インフルエンザのみが原因とは言えず、検査の周知方法等にも
問題があるのではないかと考えている。

2 上記 1の所見を踏まえ、HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)が あれ
ば、記載 してください。また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

隔月で保健所が実施主体となって行つている即日検査を、委託化し毎月実施できる体制の構築に向け、
NPO団 体と調整 している。また日程を検査希望者が検査を受け易い日にちに設定することで利用者の利便性
を図るよう調整しているところである。

3 検査件数の増加等、 HI∨ 検査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 して ください。

市内 8ヶ 所の保健センターにおいて月 2回 (一部 1回 )実施している通常検査について、医師を含めた

合昂男性筆:i震種|[斑ス要藤壽じ暑L、きふ曇京52『寒穫F寝商漫基8受貪2箇倉楚劣省儀聾藻島お覧遣
しを行う予定である。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載してください。

保健センターにおける検査での陽性発見率が低い状況であり、検査機会の拡充も必要であるが、感染リ
スクの高い人達に焦点を当てた啓発・情報発信の取り組みが課題である。

16
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第 5固重点都道府県等ェィズ対策担当課長連絡協議会
HIV検 査体制に関する調査票

自治体名   神戸市

(平成20年 1月 ～平成22年 6月 )の検査件数の推移について所見を記載してくだ

平成20年の検査件数は、年間で4,806件、月平均400件になっている。なかでも6月 9月 12月 の検査件数は
多い。これは、6月 。12月 はHIV検査の啓発機会が多いことから、受検者が増えていると考えられる。
平成21年の検査件数は、年間3,556件であり、新型インフルエンザの発生後は、月平均268件 と大幅に
少しており、新型インフルエンザによる行動自粛したことが影響していると考えられる。
平成22年 6月 までの検査件数は、1,364件、月平均227件 とさらに減少している。

2 上記 1の所見を踏まえ、 HIv検 査の推進に当たって実施 し、又は実施に向けて検討
している取組 (検査体制の充実のほか、普及啓発等のエイズ対策事業を含む。)が あれ
ば、記載 して ください:また、その取組の成果や課題等についても記載 してください。

現在のところ、検査体制の充実等の検討は行つていない
ていくことが必要である。

。現行実施している検査の啓発を積極的に行つ

3 検査件数の増加等、HIv検 査体制を充実させるに当たっての現実的な問題点などが
あれば、記載 してください。

市民からは、即日検査の希望が多い。現在年間15回 (月 1～ 2回 )指定の土曜 日に即日検査を実施してい
る.が 、35名 の予約制で、定員に達したため、申込みを断ることがある。即日検査の実施を増やすために
は、予算の確保、委託事業者との調整などの課題がある。

4 エイズ対策全般における課題や効果的な取組などがあれば、記載 して ください。

・HIV検査陰性者が、今後リスクを回避できるような行動がとれるよう意識付けが必要

・エイズ患者が在宅での長期療養できるための支援体制、ネットワークが必要
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